
公益財団法人 三宅奨学会 奨学生出願副申書（１）

（ふりがな）

出願者氏名 平成 年 月 日生

住 所 〒

電話 自宅電話 携帯電話

進学希望大学 第一志望校

学部・学科
備考

第二志望校

備考

出 願 理 由

令和７年 月 日 志願者氏名

印

＊この副申書(１)は志願者自身が作成し、採用願、副申書(２)と併せて提出して下さい。

＊「第一志望校」「第二志望校」の「備考」欄には、現在在籍している場合、また既にそ

の大学に合格している場合には、例えば「推薦合格済」、「１年在学中」などと記入し

て下さい。

＊「出願理由」欄には、経済的必要性だけでなく、自分が大学に進学してどのようなこ

とをなそうとしているのかを含めて、三宅奨学会に応募した理由を述べて下さい。

＊この書類は三宅奨学会の選考委員会において審査のためだけに使用し、審査後に廃棄

します。



公益財団法人 三宅奨学会 奨学生出願副申書（２）

（ふりがな）

出願者氏名

続柄 氏 名 年令 同居 職 業（勤務先・在学校名等）年間所得(千円)

家
本人

族

構

成

・

所

得

家計状況について

令和７年 月 日 記入者氏名（保護者）

印

＊この副申書（２）は志願者の保護者が作成し、採用願、副申書（１）と併せて提出し

て下さい。

＊「家族構成・所得」欄の年間所得欄に、市町村長発行の「令和６年度所得証明書」等

に基づき、控除後の金額(千円以下は切り捨て)を記入して下さい。児童・生徒などで

所得がない場合には、「なし」と記入して下さい。

＊「同居」欄に同居の場合は○を、同一家計で別居している場合は×をつけて下さい。

＊「家計状況について」欄には三宅奨学会に応募するに至った経済事情をお書き下さい。

「所得証明」等で証明が困難な事情（家計の急変、急病など）がある場合は、その事

実を具体的に記入して、証明できる資料（写可）を添えて下さい。

＊この書類は三宅奨学会の選考委員会の審査のためだけに使用し、審査後に廃棄します。




